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論文内容の要旨
本論文は全部で6章から構成されているo
第1章では、本研究の背景と本研究に関連する既往の研究とを紹介し、本研究の位置づけと目的を明ら
かにしTこO
第2章では、本研究で新たに構築し、本研究で使用するー質点系にモデル化した鋼製橋脚のための弾塑
性動的応答解析プログラムUSSP・D について概説し、このプログラムによって強地震下における単柱形
式の鋼製橋脚の動的応答を実用的な精度で再現できることを確認した。
第3章では、鋼製橋脚の非線形挙動に大きく影響する柱基部定着構造に着目し、その力学的挙動を検討
するために、アンカーボルトの塑性伸び、およびフーチング・コンクリートの圧壊に注目した基部定着構
造模型の載荷実験を行った。実験においては、アンカーボルトが塑性化する限界曲げモーメントとフーチ
ング・コンクリートの終局曲げモーメントが同程度の値となるように柱基部の設計を行った。このように
設計すると、アンカーボルトが先に塑性化し、フーチング・コンクリートの強度が柱基部の曲げモーメン
トー曲率関係に及ぼす影響が小さくなることがわかった。
第4章では、 USSP・Dを用いて、補剛箱形断面を有する鋼製橋脚の縦補剛材剛比パラメー夕、薄肉円
形断面を有する鋼製橋脚の初期たわみ波形および径厚比、ならびに断面の一部に高張力綱を用いるハイブ
リッド鋼製橋脚の縦補剛材板の板パネルの幅厚比の3点に着目したノマラメトリック解析を行った。その結
果、いずれの断面を有する鋼製橋脚においても、上述した着目パラメータは耐震性に及ぼす影響が大きく、
とくに残留変位あるいは最大応答変位に著しい影響を与えるという知見が得られた。
第5章では、縦補剛材剛比パラメータおよび入力地震加速度に着目したパラメトリックな解析を行い、
鋼製橋脚の基部付近の局部座屈変形や応答ひずみの程度と、鋼製橋脚の使用限界状態、補修可能な限界状
態、および終局限界状態との関係について検討を加えた。その結果、補修可能な限界状態および終局限界
状態を判定する際に、応答ひずみによる損傷判定の傾向と最大応答変位の傾向とは完全に一致しなく、応
答ひずみによる損傷判定の傾向と基部付近の局部座屈変形の程度とは、良好に一致することがわかった。
したがって、橋脚基部付近の局部座屈変形量は、その限界状態の判定指標として有効であることを確認し
fこO
第6章では、本研究によって得られた研究成果をとりまとめた。
論文審査の結果の要旨
兵庫県南部地震以前は、最大弾性応答加速度が1，OOOgal規模の海洋型地震を対象にして崩壊しない橋脚
の設計が行われていた。ところが、この地震の後、最大弾性応答加速度が2，OOOgal規模の内陸直下型地震
??? ??
にも崩壊しないよう、既設の橋脚の補強や新設の橋脚の設計法についての研究が活発に行われている。そ
れらの研究では、当面の安全対策に対する補強・補修のために、簡単な動的応答解析法や、実験的な方法
が主として用いられてきた。
一方、本論文では、これらの研究と視点を変え、遠い将来に、より合理的でより経済的な鋼製橋脚の耐
震設計ができることを目的に、強地震下の銅製橋脚の崩壊に至るまでの非線形挙動をできるだけ忠実に再
現できる解析法を構築し、それを用いて、高機能な橋脚構造を検討したり、耐震性および損傷の程度を精
度よく評価できるパラメータおよび指標を開発するための基礎的研究を行っているO
すなわち、まず、鋼製橋脚の構成要素である補剛鋼板の局部座屈を考慮して、一質点系にモデル化した
鋼製橋脚の弾塑性動的応答解析が行えるプログラムを構築している。
つぎに、この解析プログラムを、銅製橋脚を支持する鋼製アンカー・ボルトと鉄筋コンクリート構造の
フーチングとの非線形挙動が考慮できるように改良するために必要なデータを実験により入手している。
また、補剛箱形断面を有する鋼製橋脚の縦補剛材剛比、薄肉円形断面を有する鋼製橋脚の初期たわみ波
形および径厚比、ならびに断面の一部に高張力鋼を用いるハイブリッド鋼製橋脚の縦補剛材間の板パネル
の幅厚比が、これらの鋼製橋脚の耐震性に及ぼす影響を明らかにしている。
さらに、鋼製橋脚の基部付近の鋼板の局部座屈変形や応答ひずみの程度と、鋼製橋脚の使用限界状態、
補修可能な限界状態、および終局限界状態との関係について検討を加え、これらの限界状態を判定する指
標として、橋脚基部付近の局部座屈変形量が有効であることを見出している。
以上のように、本論文は、強地震に対抗できる、より合理的でより経済的な鋼製橋脚の耐震設計法を開
発する上で有用な基礎的知見を有している。それらの研究成果は、橋梁工学をはじめとし、構造工学の発
展に寄与するところが大きいと考えられる。したがって、本論文の著者は、博士(工学)の学位を受ける
資格を有するものと認める。
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